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瀬尾メモランダムについて
松　　本　　俊　　郎
1　資料の特徴
　（1）瀬尾メモランダム（瀬尾メモ）作成の経緯と出所について
　ここに取り上げる瀬尾メモは，満洲製鉄の理事であった瀬尾喜代三が，
1946年にポーレー調査団（Pauley　Mission）に提出した，英文9ページの年
表資料である。この資料は，Pauley，　Edwin　W．　Report　on　Japanese　Assets
in　Manchuria　to　the　President　o／the　United　States．（以下Pauley
［1946］）の中にAppendix　2－a－1として収録されている。資料の原タイトル
はσんronological　Record　PプePαredのMr．　Seo，　FormerlyαD加C孟0プ0∫
the　Manchuria　Iron　and　Steel　ComPanov，　Anshαnである。
　ポーレー調査団は1946年4月30日にワシントンで活動を開始し，同年5月
初旬から7月中旬まで日本，韓国，中国東北を舞台に現地調査を行った。日
本国内と旧植民地の工場施設の残存状況を把握し，これらを賠償に当てるこ
とによって，被侵略国の復興と日本経済の非軍事化を同時に進めることが，
ポーレーの基本的なねらいであった。調査の結果は日本版，満洲版，朝鮮版
という3つの報告書にまとめられ，7月下旬にトルーマン（Truman）大統
領に提出された（松本俊郎〔1995b］212ページ参照）。このうち日本版につ
いてはすでにいくつかの論文の中で取り上げられ，分析資料として活用され
てきた。しかし，満洲版と朝鮮版，したがって前者に収録されている瀬尾メ
モについては，これまでまったく利用されてこなかった。こうした極東での
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活動とは別に，ポーレーと一部のスタッフは6月中旬からヨーロッパに飛
び，そこで7月中旬までドイツの賠償問題に関わった。Supplement　to
German　ReParations　RePort，ノune　to　／uly，！946がこの時の報告書である
が，これについては筆者は未見である（Log　of　the　Mission，　Pauley［1946コ
txページ）。
　筆者が入手したポーレー調査団の報告書の満洲版は，アジア経済研究所の
井村哲郎氏が米国議会図書館で発見したものである（フーバー図書館にも所
蔵されている）。満洲版の全体的な特徴については，井村氏が解説文を準備
中なので，これを参照していただきたい。
　瀬尾メモが執筆された時期は，ポーレー調査団の足どりから推測して，
1946年夏（6月？）であったと思われる。記述の対象期間は．1945年8．月15
日から1946年4月12日までである。つまり瀬尾喜代三の証言は，日本の敗戦
から国府軍による島山奪回までの時期，後述する昭和製鋼所（彫心鋼鉄有限
公司）の戦争被害にそくしていえば，第2の職争被害（ソウ㌦工卜軍による
施設撤去）の時期から第4の職争被害（八路軍による高炉破壊）の直前まで
の時期をカヴァーしていることになる。
　（2）瀬尾メモの資料的価値について
　瀬尾メモからは，満洲鉄鋼工業の中核であった昭和製鋼所（満洲製鉄所鞍
山本社，後の砂山鋼鉄有限公司，塩山鋼鉄公司）の敗戦直後における実態を
仔細に知ることができる。当該時期の止山に関わる資料としては，満蒙同胞
援護会［1962］や内閣総理大臣官房調査課［1956ab］あるいは読売新聞前編
［1969］といった文献が残されている。また水津資料（1）や張公権文書（2）の中に
も，関連する資料をいくつか見いだすことができる。中国（国民政府）側の
記録としては，昭和製鋼所の設備の破壊・復旧状況そして国共内戦の展開過
程を記録した梅根常三郎述［！946］や資源委員会〔1947ab］そして『国民政
府資源委員会公報』（中国第二歴史梢案館［1990］）が残されている。資源委
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員会とは，いうまでもなく，ソ連軍の撤収後に昭和製鋼所（鞍山鋼鉄有限公
司）を管理した国民政府の接収機関である。（3）これらの資料には日本の降伏
直後に発生した混乱と設備被害についての情報が，同時代ならではの観察を
通して，詳細に記録されている。
　しかし，瀬尾メモの中には，これらの資料には記載がない，また他の資料
以上に詳しい，あるいはそれらとは内容が異なる記述をいくつも見いだすこ
とができる。特に興味深い記述部分については，後段の翻訳文の中で下線を
付した。訳文の合間の注記も，瀬尾メモのおもしろさを考慮して補充したも
のである。下線や注記を設けた箇所以外にも瀬尾メモが新たに明らかにした
歴史事実を見ることはできるが，その重要度にはかなりのばらつきがある。
ここではそれらを漏れなく指示する必要はないと判断した。
　具体的にいくつか事例を挙げておくと，ソヴィエト軍が昭和製鋼所から撤
退した時期は，これまで1946年2月であったとされてきた（内閣総理大臣官
房調査課［1956　a］9ページ，満蒙同胞援護会［1962］239ページ）。しか
し，瀬尾メモによれば同紙の撤退は1946年3月8日に始まり，完全な撤退は
3月23日にまでずれ込んでいた。ソウ“イエト軍の昭和製鋼所に対する駐留
は，八路軍が鞍山市の行政権を掌握したといわれてきた1946年2月以降も継
続していたことになる（松本［1995b］219ページ参照）。その後は国民党政
府軍が北上し，同旨は3，月29日（満蒙同胞援護会［1962］921ページ）か，4
月1日（同上書，499ページ），あるいは同月2日（瀬尾メモ）に鞍山に入城
した。したがって八路軍による出山ならびに昭和製鋼所に対する支配は，ソ
ヴィエト軍が撤退した後の1946年2－3月の段階では，ほとんど成立してい
なかったというのが実状であったように思われる。この1946年3月末から4
月初めにかけての鞍山鋼鉄有限公司については，戦乱の中で様々な犠牲や被
害が生じていた状況がリアルに描写されている。
　このほか1945年8月以降にソヴィエト軍の技術将校と経理将校が入れ替わ
り立ち替わり昭和製鋼所を訪れて接収と復旧を準備していた状況や，ソヴィ
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エト軍が食料や金銭，製鉄原料などを徴発していた状況，ソヴィエト軍の会
社管理の方針が一定せず，このたあ同軍と八路軍との問での役割分担が大き
く揺れ動いていた事実，昭和製鋼所の日本人理事と従業員が会社組織の維持
に懸命に働き，またソヴィエト軍によって動かされていた状況，あるいは鞍
山一帯の緊迫した雰囲気と日本人同士の互助活動の実態などについても，貴
重な記録が残されている。
　（3）表記文字について
　表記文字の特徴について触れておくと，瀬尾メモには，漢字表記はまった
く用いられていない。地名と人名はすべてアルファベットで記名されてい
る。中国人の姓名はおおむねウェード式で正しく綴られているカ㍉不正確な
記載箇所もある。日本人についての発音表記は正確である。日本人のすべて
と中国人の多くについては，姓だけがアルファベットによって記されてい
る。日本人についても中国人についてもフルネームが判明する場合には補正
し，本来の漢字が確認あるいは推測できるものについては，これを漢字表記
に戻すよう努めた。疑問符が付されている漢字名については，元字を確認で
きていない。
　ロシア人の姓名も英字アルファベットによって表記されている。キリル文
字は使用されていない。ただし，ロシア人の人名表記についても，アメリカ
式の表記方法が正確に守られているわけではない。資料中のtrシア人の姓名
はPauley調査団の調査官が耳に残った発音をそのままアルファベット化し
て記録したものと思われる。スペルリングに疑問が残る箇所もいくつか残っ
た。ロシア人姓名のカタカナ表記については，原資毒中の英字表記を併記し
た。
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1　瀬尾メモの時代背景
　（1）第2次大戦終結直後の昭和製鋼所（出山鋼鉄有限公司）
　瀬尾メモに記録された1945年夏以降の鞍山の状況については，既述のよう
に，満蒙同胞援護会［1962］，内閣総理大臣官房調査室［1956ab］，読売新聞
社［1969］などによって，その大要を掴むことが可能である。これらの文献
と国民党側の記録文書ならびに中国側の歴史研究の成果に依拠して，松本
［1995bc］では1940年代後半における昭和製鋼所周辺での混乱の経緯を紹介
した。
　ここでは瀬尾メモが作成された時代状況をイメージするために松本［1995
bcコの一部を要約し，あわせて当該論文を執筆する段階ではっかめていな
かった歴史事実をいくつか補足しながら，1944年から1949年にかけての昭和
製鋼所（出山鋼鉄有限公司）の混乱の状況を確認しておくことにする。
　昭和製鋼所は1940年代に4度にわたって戦争被害を蒙った。昭和製鋼所の
最初の被害は，米軍による1944年の数次にわたる空襲であった。これによっ
て操業率は6割程度に低下したが，1945年8月段階で操業率は8割の水準に
まで復旧した。第2～4の戦争被害は，「満洲国」（以下では「」をはずす）
の崩壊以後に発生した。
　第2の被害は1945年9－11月にもたらされた。ソ連軍による重要機械の持
ち出しである。これが戦後の鞍山鋼鉄（有限）公司にとって，最も大きな打
撃となった。
　第3の被害はソ連軍の鞍山撤退直後に発生した。冬の寒気の中で近在の中
国人が燃料となる木製品と闇市場に売りさばくことのできた工場の諸設備を
持ち出した。ソビエト軍は，中国人のそうした略奪行為を奨励し，時には略
奪の光景を記録映画に撮影した（Pauley［1946］10，26ページ）。
　第4の被害は1946年6月初に発生した。鞍山は，国府軍と八路軍との激し
い戦いを経て，1946年4月に国府軍の勢力下に入った（解・張編［1984］
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387ページ以下）。既述のように，国府軍は3月29日（4月1日あるいは4月
2日）に鞍山へ入城した。鞍山を占領した国府軍は，1946年4月初旬に経済
部東北特派員緋公処（東郭公）を溶陽に設立し，4月15日にはその分所とし
て東特処鞍山曲事処を設置して復旧作業を開始した（資源委員会［1947　a］
！5ページ）。国民党政府経済部（雨域処鞍延払公処）は同日（［1947　a］15
ページ）あるいは翌16日（資源委員会［1947b］）に昭和製鋼所を接収した。
しかし，1946年5月24日になって八路軍は鞍山に対する反撃に打って出た
（25日占領）。このため鞍山郭事処は一時，退避を余儀なくされた。辮事塵は
6，月3日に鞍山に復帰したが，八路軍はこの時の撤退に際して，昭和製鋼所
の一部の施設を爆破した。これが昭和製鋼所の第4の戦争被害であった（松
本［！995bc］を参照）。
　（2）鞍山鋼鉄有限公司の「解体」
　瀬尾メモが執筆された1946年夏以降の演出周辺の全体状況については，松
本［1995bc］では立ち入った記述ができなかった。ここでは解・張編
［1984］，内閣総理大臣官房調査室［1956a］と中国第二歴史梢案館
［1990］，亡友揆・面戸蘇・張傳洪［1991コに依りながら，この点を補強して
おきたい。中国第二歴史梢案館［1990］は『国民政府資源委員会公報』
（1941年7月～1948年12月）の復刻資料であり，鄭友揆・程麟蘇・張熱血
［1991］は同委員会の一次資料に基づいた中国側の実証研究の成果である。
　4度目の戦争被害を受けた後，鞍山鋼鉄有限公司は，資源委員会の指導を
受けながら急速に修復作業を進めた。下山鋼鉄有限公司は計画，設計，経
理，器材および工程管理というの五つの小組とこれらを統括する修復委員会
を組織して，第1次良工計画を作成した。第1溶鉱炉と第2溶鉱炉の二つの
400トン高炉を修理するという復旧目標を立て，1947年9月1日までに銑鉄
年産能力を20万トンにまで回復させることになった。製鋼，圧延などの諸工
場は，この銑鉄生産目標に合わせてそれぞれの復興目標を設定された（解・
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張編［1984］400ページ）。
　復興は当初の予定を上回る速度で進展した。鞍山鋼鉄有限公司は1947年1
月までに800トンの鋼鉄を上海に出荷した（中国第二歴史梢面識［1990］第
12巻第1期，1947年1月16日，58ページ。以下では巻期と発行年，ページ数
のみを示す）。1947年1．月下旬に北京で開催された資源委員会副委員長主催
の鋼鉄会議において，鞍山有限公司の郡逸周総経理は順調な生産の回復状況
を報告し，これを受けて同公司の1947年の販売量は既定の15．3万トンを若干
増加させるということが決定された（「会議決定，1947年鞍壷的錆官治較原
定的15．3万噸稽有増加」解・張出［1984］404ページ）。4月の時点では鋼
材，鋼管の生産が復旧し（第12巻第6期，1947年6月16日，81ページ），
1947年5月の段階になってからも，市場の要請に応えるべく鞍山有限鋼鉄公
司の上海への鋼鉄材料の出荷高をいっそう拡大することが計画されていた
（「鞍山気華北継漆鐵公司近簿晶晶批鋼鐵材料郭話，供鷹市場需要」（第12巻
第5期，1947年5月16日，104－5ページ）。
　しかし，第1次復工計画が順調に進んだのは，1947年前半までのかなり短
い期間であった。局面を変えたのは1947年5月下旬に始まった八路軍の第5
次攻勢であった。八路軍は吉林，長春，四平一帯を全面的に攻撃し，営口そ
の他に向けた鉄道輸送網と豊満ダムからの電力の供給を閉ざされた鞍山鋼鉄
有限公司の生産は停滞した。同公司に直属する鉱山の中からも粘土磯山，珪
石鉱山など八路軍によって占領される箇所がでた。職員労働者の八割近くが
錘壕掘りなどの防衛作業に動員され，生産の立ち後れは一時，いっそう深刻
化した（第13巻第1期，1947年7月16日，85ページ）。
　6月に入って国府軍は増援によって四平の包囲を解き，7月には第5次攻
勢を押し返した。この時以降，復旧計画は主として原料炭や電力の不足を考
慮して計画規模を縮小し，これらの原料を比較的節約できる施設から重点的
に進められることになった。400トン高炉1基（第2高炉）と二つの100トン
平炉の修復に重点が置かれることになり，これに合わせて各種設備の復旧が
一215一
448
進められた（（第13期第6期，1947年12月16日，48，51－54ページ）。1947年6
月に第1期復工計画の目標は，銑鉄14万トン，鋼塊10万トンに引き下げられ
た（解・張編［1984コ401ページ）。
　縮小された復興計画に沿って9，月1日には予定通りに分塊工場（初軋廠）
の立ち」二げが行われ（第13巻第4期，1947年10月16日，48ページ），鋼材年産
能力は下方修正された計画目標通りに10万トンの水準に回復せんとする状況
にあった。第2高炉の修理作業は完了し，第8高炉や第2タール設備，第3
平炉，第5ガス発生炉といった諸設備の復旧にも手が着けられることになっ
た（前掲，第13巻第6期，48ページ）。1947年9月の鋼塊生産高は千六百余ト
ンにまで回復し，平炉やコークス炉の修復も進んだ（第13巻第3期，1947年
9月16日目74－5ページ）。
　しかし，復調しつつあったこの修正された復旧計画は，1947年10，月に入っ
てからの八路軍の第6次攻勢によって，一気にとん噛した。資源委員会の手
による鞍山復旧計画は，46年5－6月，47年5－7月に続いて三度目の停滞に
陥ったのである。10月4日に弓長嶺鉱山が八路軍に奪取され（第13巻第5
期，1947年11月16日，64ページ），撫順，北票の炭磯も大きな打撃を受けた。
弓長嶺の喪失は8月の失陥に続く2度目の損失であった。このため三山の原
料事情は一挙に悪化し，原料炭の需要が多い工場は操業停止の状態に追い込
まれた。鞍山面陽問の陸上交通は途絶し，製品輸送の面でも鞍山の生産活動
は苦境に陥った（前掲，第13巻第6期，48ページ）。
　1947年5－7月の第5次攻勢と同年10－11月の第6次攻勢によって，鞍山鋼
鉄有限公司の復旧計画は完全に行き詰まった。1947年下半期には鞍山鋼鉄有
限公司はまさに「全部落角」（鄭・程・張［1991コ198ページ）の状態に落ち
込んだ。その後に続く同公司の解体については，鄭・程・張［1991］の記述
が興味深い。
　鄭・程・張［1991コにはこの問題に関わって，1947年末における鞍山鋼鉄
有限公司の解放（166ページ），1948年初めにおける解放軍による鞍山の包囲
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（198ページ），48年！月17日の主要工場の操業停止（同上），同年2月19日の
鞍山解放（同上），48年3月時点での鞍山鋼鉄有限公司所在地鞍山の解放
（329ページ）といった，いくつかの微妙に異なる表現が書きわけられてい
る。
　解・断編［1984］によれば，1947年暮れの時点での鞍山の防衛部隊は，国
民党第52軍第25師の第74団，第75団の将兵1万3千名であったが，かれらは
八路軍の攻勢に対して徹底的な防衛戦術をとった。八路軍の包囲網によって
1947年12月16日からは鞍下の鉄道車両は南北30キロ以内に運行可能な範囲を
狭められ，同市はまったくの孤立状態に陥った（414ページ以下）。
　一方，1948年2月16Elに発行された国民政府資源委員会の公報には「鞍馬
は昨年12月中旬に賊軍による撹乱に遭遇し，治山・藩雨間の鉄道は爆破さ
れ，情況は未だ好転していない。目下の鞍山鋼鉄公司の状況ははなはだ憂慮
される」との記述がある（「鞍山自去年十二月中旬遭旧藩擾，鞍妻問鐵路被論
断，情形迄未好轄，目前晶晶鋼鐵公司之庭面，受壷憂虞。」（第14巻第2期，
48ページ）。3月16日付の公報では「鞍山公司は2月19日に共産党反乱軍に
よって攻略された。損失は重大で，貴重な公務の交渉のためにもともと誌面
に来ていた二面周総経理，そして危急に面して鞍山から藩陽へと退避した工
程師毛文静と副工程師張鉱を除くすべての社員，労働者は，脱出することが
できなかった。後にわかったところでは，死傷者はなく，一部は藩陽へと危
機を脱出した」（「所有員工，除郡総心理逸晶晶原山雨面接治要公，及工程師
毛文静，副工程師張鐡面面出時由鞍続道潜行抵藩外，面当未公時退出。事後
擦悉，並無死傷，現出有一部品画面藩」中国第二歴史梢語志［1990］第14巻
第3期目37ページ）と報告されていた。
　内閣総理大臣官房調査室［1956　a］では，鞍山が八路軍の占領下に入った
のは2月21日であったと記述されている（39ページ）。
　資源委員会が残した上記の記録文と鄭・程・張［1991］，解・張出［1984］
そして内閣総理大臣官房調査室［！956a］などの記述を照らし合わせると，
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次のような鞍山をめぐる最後の攻防状況が浮かびあがってくる。
・鞍山では1947年12月の段階で包囲攻撃によって社員，労働者が動揺し，工
場は操業不能の状態に陥った。こうした事態に対処すべく島山鋼鉄有限公司
の経営陣は，就業統制を強化して人心の安定化に努めた（鄭・程・張
［1991］198ページ）。しかし，八路軍の攻勢が強まる中で1948年1月17日に
主要工場はついに生産活動の停止を余儀なくされた。市内では1月末に水道
が止まり，2月13日には配電も不可能になった。2月中旬には激しい市街戦
が展開された。国民党軍は島山の鋼廠区に後退して最後の抵抗を行ったが，
八路軍はこれを2月191ヨに制圧し（解・張編［1984］4！5－416ページ），21日
には占領体制を布くことに成功した。鋼鉄公司は3月には完全にその管轄下
に入った。
　八路軍による占領を受けた後も，鞍山鋼鉄有限公司の関係者の大部分は鞍
山にとどまって生産活動に従事した。しかし，一部の高級幹部は入路軍から
許可を受けて北京に逃れた。かれらはそこで1948年4月1日た臨画臨時辮公
用を設立し，臨時緋鯉処は産山鋼鉄同公司に関わる善後策に取り組んだ。そ
して10月1日に，館山鋼鉄有限公司は正式に閉鎖された（同上，198ペー
ジ）。
　ところで釈放されて北京へ戻った鞍山鋼鉄有限公司の幹部たちの言動は，
その後の中国情勢全体の展開にも大きな影響を与えた。幹部たちから下山脱
出の経緯を知らされたことが一つの大きな契機となって，資源委員会のメン
バーの中に八路軍に対する好感がこうじていったからであった。
　鞍山が陥落した時点で，公司の関係者は一人も傷つけられず，高級技術者
たちは優待を受けた。春山に残留するかどうかは各人の自由意志に任され，
離鞍を希望した者に対しては八路軍から旅費と通行証（鳴竜）が支給された
（鄭・程・張［1991］329ページ）。高級技術老たちが鞍山から脱出すること
を認められた背景には，内戦終結後の国土の再建に，より大きな規模で国府
系の技術者，企業経営老たちの力を利用したいという入路軍の戦略的な意図
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が働いていたに違いない。しかしながら，こうした対応は確かに一つの度量
ある人道的な処置であった。孫倉本副委員長は八路軍の捕虜に対する姿勢に
感動し，彼をはじめとする資源委員会のメンバーの間には八路軍に対する信
頼が生まれはじめた。こうした心理的な変化は，1949年目なって同委員会が
「保産保廠起義」に動き出すうえでの一つの伏線となった。
　資源委員会の共産主義運動に対する協力は，国民党政府中で唯一の省庁級
のものであった（「国民党政府中唯一的部級起義」同上，348ページ）。そして
欧米帰りの科学技術者や工場経営の熟練者，政府高級幹部を含む多数の委員
たちの大陸への残留は，その後の中華人民共和国における経済復興に大きな
影響を与えることになったのであった（石川禎浩［1991］参照）。
皿　翻訳　メモランダムの内容（下線と注記は松本による）
1945年8月15日
　停戦のラジオ放送。
　岸本綾失満洲製鉄理事長が，操業継続のための工場設備
の保全について，全従業員にスピーチ。
8月中旬
　司令部と分所の問の連絡が不可能になることを恐れたた
め，連絡将校がそれぞれの分所に派遣され，各分所が独自
に司令部の名前で動くことができると通知した。cf．日本軍
の鞍壷守備隊についての記述を思われる。
　中国人の労働奉仕隊（Chinese　Labor　Service　Corps）と
学生の労働奉仕隊（Student　Labor　Service　Corps）が解散
させられた。
　従業員の預け金が，いくぶん支払われた。
8月末
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8月21日
8月23日
8月25日
8月26日
8月27日
8月28日
8月29日
　すでに支払われた預け金が一部，日給労働者に対する支
払いのために再度集められた。
　ソヴィエト空軍と機械化部隊が鞍山を通過して南方へ向
かった。
　イヴァノブ少佐（Major　Ivanof）が軍事使節として南山
に到着。cf．満蒙同胞援護会［1962コによれぽ，イヴァノブ
少佐以下20名は8月23日に空路で鞍山地区に進駐したとい
う（913ページ）。
　特別服務部隊（Special　Service　Band）が居住区（resid－
ence　zone）を警備するため組織された。
ソヴ／エト軍事使節による工場検査。
　工場警備のための特別警備部隊（Special　Guard　Troop）
が組織された。
　生産の推計が確定された。操業可能高炉2基，コークス
用石炭1，900トン／日。
　ヴィジレコフ中佐（Lieutenant　Colonel　Vigirekof），鞍山
航空隊の指揮官兼守備隊指揮官兼軍事司令官として壮盛に
到着。
　ヴィジレコフ中佐，工場を視察。保存状態の良さに満足
を示し，操業の再開を希望した。
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　フェオドルフ中佐（Lieutenant　Colonel　Feodorf），会社
の経理状態について調査。
　ソヴィエト軍戦闘部隊の恵山到着。
8月30日
コストリコフ少佐（Major　Kostorikof），会社の検証。
9月5日
　特別服務司令部の特別服務部ならびに特別服務部隊に
従って，会社のシステムの一部が変更された。
9月8日
　ソヴィエト陸軍による以下の項目についての下調べ指
示。（1）生産能力，（2）現有設備，③原料，電力とその供給
ルート，（4）生産必要物。
　それに基づく我々の生産計画。コークス用石炭5，000ト
ン，銑鉄2，000トン，晶晶850トン，鋼材料（steel　materia－
1）700トン，粗製タール（crude　tar）170トン，ベンゾール
25トン。
9月11日
　干平山？（原文Mr．　Yu－pinsan，余平三？），鳥山市長に
任命された。
　10数名のソヴnエト軍技術者と報道官が，頻繁に訪れ
た。
　コズロフ中尉（Lieutenant　Kozlof），鞍山の守備隊長
（garison　corrlmander）に任命された。新守備隊長は生産
増強を急かした。
　コークス用畜の取得を交渉するため，撫順（Fu－shun），
本直湖（Pen－si－fu）行きの特別列車。
　守備隊長は市民に各種物品の提供を強要（urged）した。
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9月13日
9月20日
9，月25日
10月5日
　ソヴィエト陸軍に向けた小麦粉積み込み。
　　　第1回荷積み　　　　　：小麦粉450トソ
　　　　貨車（freight　wagon）：　　　17台
　　　　労働者　　　　　　　　：　　　340入
　ドブロフォルスキー大佐（Colonel　Dovroforsky）に率い
られた技術調査団が技術調査の準備のために到着。
　　　第2回荷積み　　　　　：小麦粉349トン
　　　　　　　　　　　　　　米　　55トン
　　　　貨車　　　　　　　　：　　　15台
　　　　労働　　　　　　　　　：　　　240人
　守備隊長ならびにドブロフォルスキー大佐，現有設備Q
3分の2をソヴィエトに送るために撤去するよう要求し
た。グザロフ大佐（Colonel　Gzalof），リャボブ中佐（Lie－
tenant　Colonel　Liabof）　Vこ指揮される撤去部隊が，会社の
中に組織された。cf．撤去本部が製鉄所内に設置された（満
蒙同胞援護会［1962コ192ページ）
撤去作業の開始。
鞍山駅前で中国共産党軍と中国警察局の間の戦闘。一z
ヴィエトの指令で共産党軍は市内から20キロ後退。
10月10日
　cf．退去を強いられた崔司令官率いる八路軍は，10月21
日，三山保安総画（崔司令官）として市内に復帰した’（満
崔同胞援護会［1962］238ページ。
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会社幹部（各部長），中華民国の式典に出席。
　　　　　　　第3回荷積み　　　　　　　　：小麦粉12トソ
　　　　　　　　貨物トラック（motor　lorries）：　　　15台
　　　　　　　　労働者　　　　　　　　　：　　50人
10月13日
　　　　　鞍山の日本居留民団が活動を始めた。
10月14日
　　　　　雑倉庫2ヵ所，酸素貯蔵所1ヵ所，中国人暴民に放火さ
　　　　れた。
10月15日
　　　　　工場警備を強化するため，日本陸軍が動員される。一般
　　　　市民とともに多くの職員が撤去作業の完遂のために動員さ
　　　　れた。
10月20日
　　　　　弓長嶺（Kon－chan－lin）の撤去作業，終了。
10月24日
　　　　　厚生部の福田氏（Y．Fukuda），柳町の倉庫で警護中，ソ
　　　　ヴィエト軍兵士に撃たれて死亡。
10月26日
　　　　　会社の倉庫，ソヴィエト軍の指揮下に引き渡された。
10月31日
　　　　　中共軍1，500人，鞍山に入城。叢i（叢農東？原文
　　　　Mr．　Tsung　Chen・Tung）が市長に指名され，李遥闊？
　　　　（Mr；　Li　Yao　Kue，李耀克？）が副市長となった。　cf．満蒙
　　　　同胞援護会［1962〕によれば，10月28日に「禺（周明）市
　　　　長が追われて，八路軍の叢が新たに市長に任命された」と
　　　　いう（238ページ）。
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11月1日
　岸本綾夫満洲製鉄理事長，ソヴィエト軍が近々撤退する
のにともなって，工場設備を稼働状態で中国当局に引き渡
すために，早急に復旧プランを作成し，また残された施設
を修理するよう，職員に対して訓示を行った。
満洲重工業の高碕達之助総裁と奥村愼治理事（Director）
がストラトコフスキー大佐（Colonel　Stradkovsky）一行セこ
率いられて空路，五山へ到着し，満洲重工業傘下の全ての
企業の権利と利害をソヴィエト当局に引き渡すよう声明を
11月2日
出した。cf．この日，鞍山治安維持会の上田会長（元警備司
令官），梅本幹事（元凶山市長）がソヴィエト軍に逮捕され
た（満蒙同胞援護会［1962］311ページ）。
残された設備による復興計画が立てられた。
11月6日
11月7日
　警備役の日本陸軍の撤退。日本軍はソヴィエト軍による
監視の下で一ヵ所に集められた。
会社の特別部隊が強化され，日本軍の撤退後，その数は
1，200名に増加された。
11月8日
　ソヴィエト陸軍と技術将校，ほとんど撤去作業が終了す
ると奉天，大連へ向けて去った。
　岸本綾夷理事長は全従業員に対して，設備を正常に保つ
ために会社に戻るよう命令した。cf．ソヴィエト軍，鞍山東
北人民自治軍保安局の武装を解除して解散を命じたが，翌
9日には工場地区内の旧満洲製鉄学院への八路軍の誘致に
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動く（満蒙同胞援護会［1962］238ページ）。
11月9日
　グザロフ大佐（Colonel　Gzarov，　Gzalof？）の後任パンダ
レソコ中佐（Lieutenent　Colonel　Pandarenko）が政治委員
李氏（Mr．　Li，　political　commissioner）と叢市長（Mayor
Tsung）に率いられて会社を訪れ，パンダレンコ中佐が管
理の指揮を取り，会社は共産軍の300人の兵士によって監
視されると告げた。
　cf．この日，撤去作業が終了。撤去工場数25，被撤去機械
の重量64，756トン以上，のべ貨車数2，896輌以上，金額2
億ドル以上（満蒙同胞援護会［1962］192，883ページ）。
11月10日
　岸本綾夫理事長が，復興作業が終わって正式に中国当局
に引き継がれるまで，すべての従業員が日々のルーチン・
ワークを遂行するように告げた手紙を配布した。
　鞍山に残っていた日本陸軍は，ソヴィエト陸軍に伴われ
て北方へ去った。
　毒口（lng－kou）の警察当局に抑留されていた病家（Chi－
n－je，陳家子子？）鉱山のメンバーが助け出された。
　貨物自動車が，東辺道（Tong－bien－dao）から逃れ，緊張
状態の下に生活していた130名の従業員とその家族を助け
るために，奉天に送られた。
11月中旬
　ソヴィエト陸軍，石炭，鉄鉱，原料，材木などを大連
（Dairen），旅順（Port　Arthur）へ運び出した。4万トソに
達する石炭が，満鉄によって使用されるべく運送された。
11月22日
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11月23日
11月25日
11月28日
11月29日
！2月1日
12月3日
中共軍，調査のために来社。
　武器隠匿への関わりで拘留されていた特別服務部長の西
氏（Mr．　Nishi，　Head　of　the　Special　Service　Department）
が釈放された。
　会社の金庫が，しばらく，封印された。cf，翌26日，ソ
ヴィエト軍は製鉄所本社分館を八路軍に提供（満蒙同胞援
護会［1962］238ページ）。
　岸本綾夫理事長と小林，今津の両氏（Messrs，　Kobayashi
and　Imazu）が，中共軍によって監禁された。　cf．12月2日
に岸本夫人は自決した。岸本理事長はその後，本渓湖，通
化，嵐山へと移送され，1946年夏頃，佳木斯付近で消息を
絶った（満蒙同胞援護会［1962］882ページ）。
　8月20日よりこの日までに，倉庫にあった会社のあらゆ
る種類の備蓄財が完全に運び去られた。
　岸本綾夫理事長秘書の船田氏が，理事長のメイド達とと
もに逮捕された。cf．12月2日，ソヴィエト軍衛戌司令官ミ
ハエルが禺周明市長（元市長　　松本），李政治委員ら八
路軍幹部と製鉄所復興会議を開く（満蒙同胞援護会
［1962］238－9ページ。同書によれぽ，入路軍が岸本綾夫，
矢野耕治を逮捕したのは12月5日であった。312ページ）。
本年表1月15日の記述を参照。
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　経理担当理事矢野耕治氏（Mr．　Yano，　Managing
Director）と総務部長古賀氏（Mr．　Koga，　Head　of　the
General　Affairs　Department）が共産軍によって逮捕され
た。cf．防衛本部長は師橋渡で，古賀は総務部長であった
（満蒙同胞援護会［1962］882ページ）。
12月5日
　クリビン少佐（Major　Klibin）が，工場を清掃し，残され
た設備を正常にしておくよう命令した。
　ソヴィエト兵，本社ビル内に駐留。
　七嶺子（Chi－Ling－Tzu），高州（Ching－Tzu）にいる従業
員とその家族を救済するための試みがなされた。
　cf．岸本綾夫顧問，矢野耕治会長の逮捕によって，日本人
僑民会（第2期）は解散。12月6日に日本人僑民会（第3
期）が発足。会長岩満三七男，副会長義血慶一郎，事務局
長鈴木兼則（満蒙同胞援護会［1962］312ページ）。
12月15日
　共産党市政府，工場を合法的に受け取ったと宣言。市政
府の嶽氏？（Mn　Yui）が毎日工場に来た。　cf．ソヴィエト
軍，「新会社はソ連の管理下に置かれる。社名は暫定的に
鞍山鋼鉄所と呼称する。新会社の理事長には禺市長を任命
する」（満蒙同胞援護会［1962］239ページ）と発表。課長
以上の幹部社員は本社に召集されて，禺理事長の新任挨拶
を聞かされた（同上）。
12月　25日
　経理担当理事田中氏（Managing　Director）が，大連へ
行った。
12月27日
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鞍山残留の理事が，300万円の寄付を強要された。
12月31日
　会社代表者数名が市長に会い，岸本綾夫理事長を含む抑
留者の釈放を懇願した（earnestly　prayed　for　the　release
of　the　detained）．
1946年1月4日
　嶽氏？（Mr．　YuDが陳市長その他に会って，会社の復興
について説明した。
1月15日
　中国共産党の鐵鐘？（Mr．Tie　Chung）が，東辺道の新華
公司？（Shin－Hua　Works）で働くエンジニアを招請するた
めに鯉山に来た。
1月17日
　禺周明氏（Mr．　Chon　Ming，　Chou？）と葉新青？（Mr，一
Ie　Shin　Tsing）が，それぞれ理事長と副理事長になる。
cf．満蒙同胞援護会［1962］884ページを参照。
　同氏？（Mr，　Yang）と配点？（Mr．　Shun）が，それぞれ
運輸部門と技術部門の長となった。
1月26日
大佐級のソヴnpト将校が奉天に来て，会社が市政府に
引き継がれると宣言し，また必要な書類を準備するよう命
令した。cf．28日，ソヴィエト軍がもと主任以上の社員を集
合させて接収座談会を開き，八路軍への移管中止を発表。
一同を唖然とさせた（満蒙同胞援護会［1962］239ペー
ジ）。
1月30日
ソヴィエト当局の命令により，会社の市政府への引き渡
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しは取り消された。cf．ソヴィエト軍，八路軍の工場地区か
らの撤退を要求（満蒙同胞援護会［1962］239ページ）。
2月5日
　ソヴィエト技術者ガルコビッチ（Mr．　Galkobick，
Galkobich？）が会社の社長に，トルコフ氏（Mr．Torukof）
が副社長に指名された。cf．「翌二月にはソ連軍によりかル
コピック氏がディレクターに命ぜられた」（満蒙同胞援護
会［1962］884ページ）。
2月6日
会社は公式にソヴィエト管理会社として再組織され，新
しいシステムが公示された。
2，月22日
ソヴaエト技術者が新たに加わった。
2月25日
　中共軍に逮捕されていた小林氏が釈放された。cf．「八路
軍の日本人逮捕は戦況の不利となった2月下旬からいよい
よ盛ん」（満蒙同胞援護会［1962］239ページ）。
3月8日
ソヴィエト陸軍の会社からの撤退と，中共陸軍による警
護の組織。
3月1！日
　経理担当理事矢野耕治氏（Managing　Director）と総務部
長古賀氏（Head　gf　the　General　Affairs　Department）が自
由になった。cf．1945年12月3日に共産党軍によって逮捕さ
れていた。
3月15日
中国東北の人民銀行から発見された新紙幣の使用につい
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3月20日
3月23日
て公示があった。
　鞍山日本人僑民会会長の岩満三七男氏（Mr．　Iwamitsu，
Chairman　of　the　Japanese　Settlement　Corporation　in
China　at　Anshan）と師橋渡氏（Mr．　Morohashi）を含む数
名が，中共陸軍によって銃殺された。cf．朝曇慶一郎鞍山日
本人僑民会副会長も逮捕のうえ，銃殺された（満蒙同胞援
護会［1962］312ページ。原文の2月20日は3月20日の誤植
である）。第二期日僑民会は解散。
全ソヴィエト陸軍が鞍馬から去った。
会社内の中共陸軍が，若干の守備隊を除いて撤退。
3月25日
3月29日
3月31日
　電話連絡が，突然，不通となった。
　本社ビルと工場，研究所，電話交換所の正門で警備を続
けるために，100名の日本人独身従業員と40名の特別服務
部員によって特別守備隊が組織された。
　厚生部長の天野賢二郎氏（Mr．　Amano，　Head　of　the
Welfare　IDepartment）と勤労部長の阿部常就氏（Mr．　Abe，
General　Affairs　Department）が中共軍によって逮捕され
た。cf．国府軍が，この日，庭山市内に入場？（満蒙同胞援
護会［1962］921ページ）。
　古江茂橘理事（Diector　Furue）が中共軍によって逮捕さ
れた。金庫内の現金（満洲国幣）が中共軍によって持ち去
られた。
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4月1日
古江茂橘理事が自由になった。
日暮れ時，本社ビルが中共軍によって放火された（三階
が完全に燃え落ち，二階も半分が焼けた）。
4月2日
　中央軍（Central　Army，国府軍）が鞍山市内へ正式に入
城。
　cf．国民政府軍は製鉄所を占領して「経済部鋼鉄廠」と改
称（満蒙同胞援護会［1962］884ページ。鞍山鋼鉄有限公司
の前に，別名の一時期があったのか？一松本）。
　cf，4月6日，新鞍山日本人居留民会が発足し，石川義助
が会長，小野平八郎が副会長に就任（満蒙同胞援護会
［1962コ312ページ）。
4月12日
　この日から5日間，工場の清掃作業が元従業員によって
行われた。
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